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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紫外線吸収剤と、乳化剤と、水とを含み、
　前記乳化剤は、ショ糖脂肪酸エステルと脂肪酸水添ヒマシ油とを含み、
　前記乳化剤により、前記水を含む水相中に、前記紫外線吸収剤を含む油相が形成され、
　前記ショ糖脂肪酸エステルは、ショ糖と、炭素数１０～２４である脂肪酸とのエステル
であり、
　前記脂肪酸水添ヒマシ油は、脂肪酸水添ＰＥＧヒマシ油である、噴霧用組成物。
【請求項２】
　前記ショ糖脂肪酸エステルは、ジステアリン酸スクロース、ペンタエルカ酸スクロース
、トリベヘン酸スクロース、ステアリン酸スクロース、オレイン酸スクロース、パルミチ
ン酸スクロース、ミリスチン酸スクロースおよびラウリン酸スクロースからなる群から選
択される少なくとも１種を含む、請求項１記載の噴霧用組成物。
【請求項３】
　前記脂肪酸水添ヒマシ油は、イソステアリン酸ＰＥＧ水添ヒマシ油、トリイソステアリ
ン酸ＰＥＧ水添ヒマシ油およびラウリン酸ＰＥＧ水添ヒマシ油からなる群から選択される
少なくとも１種を含む、請求項１または２記載の噴霧用組成物。
【請求項４】
　前記ショ糖脂肪酸エステルと前記脂肪酸水添ヒマシ油との含有量の合計が、噴霧用組成
物中０．１～１０質量％である、請求項１～３のいずれか１項に記載の噴霧用組成物。
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【請求項５】
　前記噴霧用組成物が、油性溶剤をさらに含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の噴
霧用組成物。
【請求項６】
　前記油性溶剤が、脂肪酸と２価アルコールとのジエステルである、請求項５記載の噴霧
用組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の噴霧用組成物と、圧縮ガスと、前記噴霧用組成物
および前記圧縮ガスが充填される噴霧容器と、を備える日焼け防止用噴霧製品。
【請求項８】
　前記噴霧容器が、金属製である、請求項７記載の日焼け防止用噴霧製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、噴霧用組成物および該噴霧用組成物を含む日焼け防止用噴霧製品に関する。
より詳細には、本発明は、乳化安定性が優れ、噴霧箇所に日焼け防止効果を付与すること
のできる噴霧用組成物および該噴霧用組成物を含む日焼け防止用噴霧製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、皮膚や頭髪等の適用箇所に日焼け防止効果を付与するための、紫外線吸収剤を含
む組成物が知られている。また、近年、このような組成物は、使用感を向上させるために
、水相中に油相を分散させた水中油型（Ｏ／Ｗ型）エマルション（乳化組成物）とされる
ことがある。このような乳化組成物は、経時的に乳化状態が壊れて分離しやすい。そのた
め、このような乳化組成物は、乳化組成物を適宜容器に充填して噴霧製品として使用する
際、使用前にたとえば上下に振とうする必要がある。
【０００３】
　このような問題に鑑みて、特許文献１には、紫外線吸収剤と親水性界面活性剤と両親媒
性物質と水とを含み、平均粒子径が１０～３００ｎｍであるＯ／Ｗ型乳化組成物が開示さ
れている。この乳化組成物は、ディスペンサー容器や圧縮ガスとともにエアゾール型容器
に充填され、適宜噴霧される。また、この乳化組成物は、平均粒子径が小さいため、経時
的な分離が抑制されやすい。さらに、特許文献２には、ショ糖脂肪酸ジエステルと水溶性
のイオン性界面活性剤を用いた乳化組成物が開示されている。この乳化組成物は、Ｏ／Ｗ
型でありながら、適用箇所における撥水性が優れる。また、この乳化組成物は、ハンドク
リーム等として使用者が適用箇所に塗り拡げることにより使用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－２２４７０６号公報
【特許文献２】特開平５－２４６８２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載の乳化組成物は、粒子径を小さくするために高圧で乳
化を行う必要があり、生産効率が悪い。また、特許文献１に記載の乳化組成物は、粒子径
をナノオーダーまで小さくするという物理的手法により水相と油相との分離が抑制されて
いるに過ぎず、材料の選択に着目して乳化安定性を向上させたものではない。さらに、特
許文献２に記載の乳化組成物は、ハンドクリーム等として使用されることが開示されてい
るが、噴霧用組成物として使用されることについては想定されていない。また、特許文献
２に記載の乳化組成物は、適用箇所における撥水性は考慮されているものの、経時的な乳
化安定性については考慮されていない。さらに、特許文献２に記載の乳化組成物は、イオ
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ン性界面活性剤を含んでおり、たとえば金属製の容器に充填されると、容器を腐食させる
虞がある。そのため、特許文献２に記載の乳化組成物は、充填される際の材料が限定され
る。
【０００６】
　本発明は、このような従来の問題に鑑みてなされたものであり、充填時の容器材料が限
定されず、適用箇所に噴霧して使用され、経時的な乳化安定性に優れた噴霧用組成物およ
び該噴霧用組成物を含む日焼け防止用噴霧製品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決する本発明の噴霧用組成物および日焼け防止用噴霧製品は、以下の構成
を主に含む。
【０００８】
　（１）紫外線吸収剤と、乳化剤と、水とを含み、前記乳化剤は、ショ糖脂肪酸エステル
と脂肪酸水添ヒマシ油とを含み、前記乳化剤により、前記水を含む水相中に、前記紫外線
吸収剤を含む油相が形成された、噴霧用組成物。
【０００９】
　このような構成によれば、本発明の噴霧用組成物は、乳化剤を含む。このような乳化剤
は、水を含む水相中に、紫外線吸収剤を含む油相を形成する。また、本発明の噴霧用組成
物は、乳化剤がショ糖脂肪酸エステルと脂肪酸水添ヒマシ油とを含む。このような乳化剤
は、噴霧用組成物の乳化安定性を高めることができる。また、油相の分離が抑制される。
したがって、たとえばこのような噴霧用組成物を充填した噴霧製品を作製する場合におい
て、作製された噴霧用製品は、使用前に上下に振とうする等により油相を水相中に再分散
させる必要がない。また、乳化剤に含まれる脂肪酸水添ヒマシ油は、金属を腐食しない。
そのため、噴霧用組成物は、充填時の材料が限定されず、種々の材料を使用することがで
きる。
【００１０】
　（２）前記ショ糖脂肪酸エステルと前記脂肪酸水添ヒマシ油との含有量の合計が、噴霧
用組成物中０．１～１０質量％であり、好ましくは０．５～５質量％である、（１）記載
の噴霧用組成物。
【００１１】
　このような構成によれば、ショ糖脂肪酸エステルと脂肪酸水添ヒマシ油との含有量の合
計は、噴霧用組成物中０．１～１０質量％である。噴霧用組成物は、このような含有量の
ショ糖脂肪酸エステルおよび脂肪酸水添ヒマシ油を含む場合、油相の分離が抑制されつつ
、使用時のべたつきも抑えられる。
【００１２】
　（３）前記噴霧用組成物が、油性溶剤をさらに含む、（１）または（２）記載の噴霧用
組成物。
【００１３】
　このような構成によれば、噴霧用組成物は、油性溶剤をさらに含む。油性溶剤は、油相
を構成する紫外線吸収剤を適宜溶解することができる。そのため、夏場の店舗や消費者の
持ち運びなどの保管状況により急激に温度変化しても、噴霧用組成物は、紫外線吸収剤の
分離が防止され、乳化安定性が高められる。
【００１４】
　（４）前記油性溶剤が、脂肪酸と２価アルコールとのジエステルである、（３）記載の
噴霧用組成物。
【００１５】
　このような構成によれば、油性溶剤は、脂肪酸と２価アルコールとのジエステルである
。噴霧用組成物は、このような油性溶剤が使用される場合、油相中の紫外線吸収剤が析出
しにくく、紫外線吸収剤によるべたつきが抑えられる。
【００１６】
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　（５）（１）～（４）のいずれかに記載の噴霧用組成物と、圧縮ガスと、前記噴霧用組
成物および前記圧縮ガスが充填される噴霧容器と、を備える日焼け防止用噴霧製品。
【００１７】
　このような構成によれば、日焼け防止用噴霧製品は、上記した噴霧用組成物と、圧縮ガ
スと、噴霧用組成物および圧縮ガスが充填される噴霧容器と、を備える。噴霧用組成物は
、乳化安定性が高く、油相が分離しにくい。そのため、使用者は、使用前に日焼け防止用
噴霧製品を上下に振とうさせる等の操作を行わずに、そのまま使用することができる。そ
の結果、日焼け防止用噴霧製品は、利便性がよい。また、上下に振とうする必要がないた
め、噴霧容器内に充填された圧縮ガス（主に気相部分に存在）は、噴霧用組成物に分散さ
れにくい。そのため、圧縮ガスは、噴霧のたびに外部に漏出しにくい。その結果、日焼け
防止用噴霧製品は、噴射容器内の圧力が低下しにくく、噴霧用組成物を安定して噴霧する
ことができる。さらに、日焼け防止用噴霧製品は、圧縮ガスを使用して噴霧用組成物を噴
霧する。この場合、噴霧された噴霧用組成物は、たとえば液化ガスを用いて噴霧する場合
と比較して、大きな粒子を形成しやすい。そのため、使用者は、噴霧された噴霧用組成物
を吸引しにくい。その結果、日焼け防止用噴霧製品は、顔などにも好適に使用することが
できる。
【００１８】
　（６）前記噴霧容器が、金属製である、（５）記載の日焼け防止用噴霧製品。
【００１９】
　このような構成によれば、噴霧容器は、金属製である。しかしながら、噴霧用組成物は
、脂肪酸水添ヒマシ油を含む。脂肪酸水添ヒマシ油は、金属を腐食しない。そのため、日
焼け防止用噴霧製品は、樹脂が劣化しやすい高温環境でも好適に使用される。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、充填時の容器材料が限定されず、適用箇所に噴霧して使用され、経時
的な乳化安定性に優れた噴霧用組成物および該噴霧用組成物を含む日焼け防止用噴霧製品
を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
＜噴霧用組成物＞
　本発明の一実施形態の噴霧用組成物について、詳細に説明する。本実施形態の噴霧用組
成物は、噴霧される箇所に日焼け防止効果を付与するための組成物である。噴霧される箇
所（適用箇所）としては、紫外線による日焼けを防止することが求められる箇所であれば
特に限定されない。このような適用箇所としては、皮膚や頭髪等が例示される。噴霧用組
成物は、紫外線吸収剤と、乳化剤と、水とを含む。また、噴霧用組成物は、好適には油性
溶剤をさらに含む。乳化剤は、ショ糖脂肪酸エステルと脂肪酸水添ヒマシ油とを含む。乳
化剤は、水を含む水相中に、紫外線吸収剤を含む油相が形成された、水中油型エマルショ
ンを形成する。本実施形態の噴霧用組成物は、乳化安定性が優れており、油相が分離しに
くい。以下、それぞれの構成について説明する。
【００２２】
（紫外線吸収剤）
　紫外線吸収剤は、適用箇所に付着して、紫外線による損傷を防止するために配合される
。紫外線吸収剤は、噴霧用組成物の油相を構成し得るものであれば特に限定されない。ま
た、紫外線吸収剤の性状は特に限定されない。すなわち、紫外線吸収剤は、固体状であっ
てもよく液体状であってもよい。液体状の紫外線吸収剤は、そのものが油相を構成するこ
とができるため、利便性がよい。一方、固体状の紫外線吸収剤は、固体状のままでは水相
中に均一に乳化させることが困難な場合がある。そのため、固体状の紫外線吸収剤は、液
体状の紫外線吸収剤に溶解してから使用されてもよく、後述する好適に使用される油性溶
剤に溶解してから使用されてもよい。
【００２３】
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　紫外線吸収剤としては、アミノ安息香酸誘導体、ケイ皮酸誘導体、サリチル酸誘導体、
ジフェニルアクリレート誘導体、ベンゾフェノン誘導体、ベンジリデンショウノウ誘導体
、フェニルベンズイミダゾール誘導体、ベンザルマロネート誘導体、ジベンゾイルメタン
誘導体等が例示される。より具体的には、アミノ安息香酸誘導体として、ジエチルアミノ
ヒドロキシベンゾイル安息香酸ヘキシル、ジメチルアミノ安息香酸エチルヘキシル、パラ
アミノ安息香酸、パラアミノ安息香酸エチル、パラアミノ安息香酸グリセリル、パラジメ
チルアミノ安息香酸アミル、パラジメチルアミノ安息香酸オクチル等が例示される。ケイ
皮酸誘導体として、メトキシケイ皮酸エチルヘキシル、ジイソプロピオンケイ皮酸メチル
、ジメトキシケイ皮酸エチルヘキシルグリセリル、パラメトキシケイ皮酸イソプロピル、
パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル、トリメトキシケイ皮酸メチルビス（トリメチ
ルシロキシ）シリルイソペンチル、パラメトキシケイ皮酸オクチル、パラメトキシケイ皮
酸ナトリウム、パラメトキシケイ皮酸カリウム、パラメトキシケイ皮酸モノ－２－エチル
ヘキサン酸グリセリル等が例示される。サリチル酸誘導体として、サリチル酸エチルヘキ
シル、ホモサレート、サリチル酸ジプロピレングリコール、サリチル酸エチレングリコー
ル、サリチル酸オクチル、サリチル酸フェニル、サリチル酸ホモメンチル、サリチル酸ミ
リスチル、サリチル酸メチル等が例示される。ジフェニルアクリレート誘導体として、オ
クトクリレン、エトクリレン等が例示される。ベンゾフェノン誘導体として、オキシベン
ゾン－１、オキシベンゾン－２、オキシベンゾン－３、オキシベンゾン－４、オキシベン
ゾン－５、オキシベンゾン－６、オキシベンゾン－９等が例示される。ベンジリデンショ
ウノウ誘導体として、ジメトキシベンジリデンジオキソイミダゾリジンプロピオン酸エチ
ルヘキシル、ジメトキシベンジリデンジオキソイミダゾリジンプロピオン酸オクチル等が
例示される。フェニルベンズイミダゾール誘導体として、フェニルベンズイミダゾールス
ルホン酸、フェニルベンズイミダゾールスルホン酸Ｎａ、フェニルジベンズイミダゾール
テトラスルホン酸２Ｎａ等が例示される。ベンザルマロネート誘導体として、ポリシリコ
ン－１５等が例示される。ジベンゾイルメタン誘導体として、ｔ－ブチルメトキシジベン
ゾイルメタン等が例示される。これらの中でも、紫外線吸収剤は、後述する乳化剤により
安定な乳化物を形成しやすい観点から、アミノ安息香酸誘導体、ケイ皮酸誘導体が好まし
い。これらは１種が配合されてもよく、２種以上が配合されてもよい。
【００２４】
　紫外線吸収剤の含有量は、適用箇所ごとに日焼けを防止するために必要とされる量が異
なったり、噴霧用組成物の噴霧量等にも依るため一概には決定されない。一例を挙げると
、紫外線吸収剤は、噴霧用組成物中１質量％以上であることが好ましく、３質量％以上で
あることがより好ましい。また、紫外線吸収剤は、噴霧用組成物中、１５質量％以下であ
ることが好ましく、１０質量％以下であることがより好ましい。紫外線吸収剤の含有量が
１質量％未満の場合、紫外線吸収剤による効果が得られにくくなる。一方、紫外線吸収剤
の含有量が１５質量％を超える場合、噴霧用組成物は、高温条件下で長期間放置されると
、油相が分離しやすくなり、乳化安定性が低下しやすい。また、紫外線吸収剤の含有量が
１５質量％を超える場合、噴霧用組成物は、ベタつきやすく、使用感が低下しやすくなる
。
【００２５】
（油性溶剤）
　油性溶剤は、紫外線吸収剤（特に固体状の紫外線吸収剤）を溶解させ、紫外線吸収剤の
分離を抑制して乳化安定性を高くする、紫外線吸収剤によるべたつきを抑制する等のため
に適宜配合される任意成分である。油性溶剤は、噴霧用組成物の油相を構成する。なお、
油性溶剤は、使用される紫外線吸収剤が液体状である場合には必須ではない。この場合、
紫外線吸収剤そのものが油相を形成する。一方、使用される紫外線吸収剤が固体状である
場合には、このような固体状の紫外線吸収剤が油相を形成するように、固体状の紫外線吸
収剤を溶解させるための成分が必要となる。このような成分としては、液体状の紫外線吸
収剤や、油性溶剤が挙げられる。このように、油性溶剤は、固体状の紫外線吸収剤を溶解
させるために適宜配合される。なお、油性溶剤は、固体状の紫外線吸収剤が使用される場
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合以外にも、液体状の紫外線吸収剤が使用される場合に配合されてもよい。すなわち、た
とえば液体状の紫外線吸収剤のみにより油相を形成する場合、べたつき等を防ぐ観点から
、このような液体状の紫外線吸収剤の配合量が制限される場合がある。一方、このような
紫外線吸収剤の配合量では、油相の割合が水相に対して小さくなる場合があり、乳化安定
性に影響を及ぼす可能性がある。そこで、油性溶剤は、固体状の紫外線吸収剤が使用され
ず液体状の紫外線吸収剤のみが使用される場合であっても、水相に対する油相の割合を調
整しつつ、かつ、紫外線吸収剤によるべたつき等を防ぐために配合されてもよい。
【００２６】
　油性溶剤は、固体状の紫外線吸収剤を溶解させることができるか、液体状の紫外線吸収
剤ととともに油相を形成できるものであれば、特に限定されない。このような油性溶剤と
しては、エステル油、シリコーンオイル、炭化水素油等が例示される。エステル油として
は、脂肪酸と２価アルコールのジエステル、脂肪酸と２価アルコールのモノエステル、脂
肪酸と３価アルコールのトリエステル、分岐脂肪酸と分岐アルコールのエステル、脂肪酸
とアルコールのモノエステルが例示される。より具体的には、脂肪酸と２価アルコールの
ジエステルとして、ジネオペンタン酸メチルペンタンジオール、ジネオペンタン酸ジエチ
ルペンタンジオール、ジ－２－エチルへキサン酸ネオペンチルグリコール、ジカプリン酸
ネオペンチルグリコール、ジラウリン酸プロピレングリコール、ジステアリン酸エチレン
グリコール、ジラウリン酸ジエチレングリコール、ジステアリン酸ジエチレングリコール
、ジイソステアリン酸ジエチレングリコール、ジオレイン酸ジエチレングリコール、ジラ
ウリン酸トリエチレングリコール、ジステアリン酸トリエチレングリコール、ジイソステ
アリン酸トリエチレングリコール、ジオレイン酸トリエチレングリコール等が例示される
。脂肪酸と２価アルコールのモノエステルとして、モノステアリン酸プロピレングリコー
ル、モノオレイン酸プロピレングリコール、モノステアリン酸エチレングリコール等が例
示される。脂肪酸と３価アルコールのトリエステルとして、トリ２－エチルへキサン酸グ
リセリル、トリ（カプリル・カプリン酸）グリセリン等が例示される。分岐脂肪酸と分岐
アルコールのエステルとして、イソノナン酸イソノニル等が例示される。脂肪酸とアルコ
ールのモノエステルとして、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、イ
ソオクタン酸セチル、ヒドロシキシステアリン酸オクチル、ヒドロシキシステアリン酸エ
チルヘキシルキシル等が例示される。シリコーンオイルとして、メチルポリシロキサン、
シクロペンタシロキサン、シクロヘキサシロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサ
ン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、メチル
シクロポリシロキサン、テトラヒドロテトラメチルシクロテトラシロキサン、オクタメチ
ルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、メチルハイドロジェンポリシロキサン
、メチルフェニルポリシロキサン等が例示される。炭化水素油として、流動パラフィン等
が例示される。油性溶剤は、これらの中でも、固体状の紫外線吸収剤の析出を抑制し、紫
外線吸収剤によるべたつきを抑制する効果を奏しやすい観点から、エステル油がより好ま
しく、脂肪酸と２価アルコールのジエステルがさらに好ましい。これらは１種が配合され
てもよく、２種以上が配合されてもよい。
【００２７】
　油性溶剤の含有量は、紫外線吸収剤を溶解または紫外線吸収剤と相溶でき、かつ、油相
が分離しにくいような量であればよく、特に限定されない。一例を挙げると、油性溶剤は
、噴霧用組成物中０．１質量％以上であることが好ましく、０．３質量％以上であること
がより好ましい。また、油性溶剤は、噴霧用組成物中１０質量％以下であることが好まし
く、５質量％以下であることがより好ましい。油性溶剤の含有量が０．１質量％未満の場
合、噴霧用組成物は、紫外線吸収剤を充分に溶解または相溶させることができず、特に低
温条件下では溶解していた紫外線吸収剤が析出しやすい。また、噴霧用組成物は、油相が
分離しやすい。一方、油性溶剤の含有量が１０質量％を超える場合、噴霧用組成物は、高
温条件下で長期間放置されると、油相が分離しやすくなり、乳化安定性が低下しやすい。
【００２８】
（乳化剤）
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　乳化剤は、紫外線吸収剤および必要に応じて配合される油性溶剤を含む油相と、水を含
む水相とを乳化させて、水中油型エマルションを形成するために配合される。本実施形態
において使用される乳化剤は、ショ糖脂肪酸エステルと脂肪酸水添ヒマシ油とを含む。
【００２９】
　ショ糖脂肪酸エステルとしては特に限定されない。ショ糖脂肪酸エステルとしては、シ
ョ糖（スクロース）と、炭素数１０～２４である脂肪酸とのエステルが例示される。より
具体的には、脂肪酸ジステアリン酸スクロース、ペンタエルカ酸スクロース、トリベヘン
酸スクロース、ステアリン酸スクロース、オレイン酸スクロース、パルミチン酸スクロー
ス、ミリスチン酸スクロース、ラウリン酸スクロース等が例示される。
【００３０】
　脂肪酸水添ヒマシ油としては、イソステアリン酸ＰＥＧ水添ヒマシ油、トリイソステア
リン酸ＰＥＧ水添ヒマシ油、ラウリン酸ＰＥＧ水添ヒマシ油等が例示される。
【００３１】
　ショ糖脂肪酸エステルと脂肪酸水添ヒマシ油との含有量は、特に限定されず、油相と水
相とを安定に乳化させるために必要な量であればよい。一例を挙げると、ショ糖脂肪酸エ
ステルと脂肪酸水添ヒマシ油との含有量は、噴霧用組成物中０．１質量％以上であり、好
ましくは０．５質量％以上である。また、ショ糖脂肪酸エステルと脂肪酸水添ヒマシ油と
の含有量は、１０質量％以下であり、好ましくは５質量％以下である。ショ糖脂肪酸エス
テルと脂肪酸水添ヒマシ油との含有量が０．１質量％未満の場合、噴霧用組成物は乳化粒
子が大きくなりやすく、高温条件下で長期間放置されると、油相が分離しやすくなり、乳
化安定性が低下しやすい。一方、ショ糖脂肪酸エステルと脂肪酸水添ヒマシ油との含有量
が１０質量％を超える場合、噴霧用組成物は、ベタつきやすく、使用感が低下しやすくな
る。
【００３２】
　乳化剤におけるショ糖脂肪酸エステルと脂肪酸水添ヒマシ油との含有比は、ショ糖脂肪
酸エステルまたは脂肪族水添ヒマシ油の種類により適切な含有比が変化し得るため、一概
には決定されない。一例を挙げると、ショ糖脂肪酸エステルと脂肪族水添ヒマシ油との含
有比は、１：０．５～１：５であることが好ましい。このような含有比の場合、噴霧用組
成物は、乳化粒子が小さい状態で保持されやすく、より安定な水中油型エマルションを形
成しやすい。
【００３３】
　なお、本実施形態において、噴霧用組成物は、乳化剤としてショ糖脂肪酸エステルと脂
肪酸水添ヒマシ油とを含んでいればよく、これらに加えて、乳化作用を阻害しない範囲に
おいて他の乳化剤（界面活性剤）を含んでいてもよい。一例を挙げると、噴霧用組成物は
、得られる水中油型エマルションの乳化安定性を向上させる等の目的で、ノニオン性界面
活性剤や、シリコーン系界面活性剤を含んでもよい。ノニオン性界面活性剤としては、ポ
リオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレングリセリ
ン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレンアルキルエー
テル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリオ
キシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル
、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル等が例示される。シリコーン系界面活性
剤は、ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重合体、ポリオキシプロピレン・メ
チルポリシロキサン共重合体、ポリ（オキシエチレン・オキシプロピレン）・メチルポリ
シロキサン共重合体等が例示される。
【００３４】
　界面活性剤を含有する場合の含有量は、噴霧用組成物中０．１質量％以上であることが
好ましく、０．５質量％以上であることがより好ましい。また、界面活性剤の含有量は、
噴霧用組成物中、５質量％以下であることが好ましく、３質量％以下であることがより好
ましい。界面活性剤の含有量が０．１質量％未満の場合、得られる噴霧用組成物の乳化安
定性をより向上させる効果が充分に得られにくくなる。一方、界面活性剤の含有量が１０
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質量％を超える場合、噴霧された噴霧用組成物中の界面活性剤は、皮膚や頭髪等の適用箇
所に残りやすく、使用感が低下しやすい。
【００３５】
（水）
　水は、噴霧用組成物の主溶媒であり、水相を構成する。水としては、精製水、イオン交
換水等が例示される。
【００３６】
　水の含有量は、乳化剤により、乳化安定性に優れた噴霧用組成物を調製することのでき
る量であればよく、特に限定されない。一例を挙げると、水は、噴霧用組成物中７０質量
％以上であることが好ましく、７５質量％以上であることがより好ましい。また、水は９
５質量％以下であることが好ましく、９０質量％以下であることがより好ましい。水の含
有量が７０質量％未満の場合、噴霧用組成物は、高温条件下で長期間放置されると、油相
が分離しやすくなり、乳化安定性が低下しやすい。一方、水の含有量が９５質量％を超え
る場合、紫外線吸収剤、乳化剤の含有量が少なくなり、所望の効果（日焼け防止、使用感
、乳化安定性等）が得られにくくなる。
【００３７】
（任意成分）
　本実施形態の噴霧用組成物は、上記した紫外線吸収剤、乳化剤および水に加えて、乳化
安定性を阻害しない範囲において油性溶剤以外にも任意成分を含んでもよい。任意成分と
しては、アルコール、紫外線吸収剤以外の他の有効成分が例示される。
【００３８】
　アルコールは、適用箇所に噴霧された噴霧用組成物の乾燥性を調整したり、水に溶解し
にくい他の有効成分を溶解するための溶媒として適宜配合される。アルコールとしては、
エタノール、イソプロパノール等の炭素数２～３個の１価アルコール、エチレングリコー
ル、プロピレングリコール、１，３－ブチレングリコール、ペンチレングリコール、グリ
セリン等の炭素数が３～５個の多価アルコール等が例示される。
【００３９】
　アルコールを含有する場合の含有量は、アルコールの種類により好適な含有量が異なる
ため一概には決定されない。一例をあげると、アルコールを含有する場合の含有量は、噴
霧用組成物中１質量％以上であることが好ましく、３質量％以上であることがより好まし
い。また、アルコールを含有する場合の含有量は、１０質量％以下であることが好ましく
、８質量％以下であることがより好ましい。アルコールの含有量が１質量％未満の場合、
噴霧用組成物の乾燥性を調整する効果や、水に溶解しにくい他の有効成分を溶解する効果
が得られにくくなる。一方、アルコールの含有量が１０質量％を超える場合、噴霧用組成
物は、乳化安定性が低下しやすい。
【００４０】
　他の有効成分は、紫外線吸収剤の匂いをマスキングしたり、皮膚や頭髪等の適用箇所に
潤いを付与したり、清涼感を付与したり、紫外線を反射させる等の効果を付与する目的で
適宜配合される。他の有効成分としては、たとえば、天然香料、合成香料等の各種香料、
ｌ－メントール、カンフル、ハッカ油などの清涼化剤、ヒアルロン酸、乳酸ナトリウム、
ｄｌ－ピロリドンカルボン酸塩、ケラチン、レシチン、尿素、ホホバエステル等の保湿剤
、アスコルビン酸、α－トコフェロール、ジブチルヒドロキシトルエン等の酸化防止剤、
レチノール、酢酸レチノール、パルミチン酸レチノール、パントテン酸カルシウム、アス
コルビン酸ナトリウム、ｄｌ－α－トコフェロール、酢酸トコフェロール等のビタミン類
、アラントインヒドロキシアルミニウム、クエン酸、乳酸、ミョウバン等の収斂剤、塩酸
ジブカイン、塩酸テトラカイン、塩酸リドカイン、リドカイン等の局所麻酔剤、ジフェン
ヒドラミン、グリチルレチン酸、グリチルリチン酸ジカリウム等の抗炎症剤、クロルヒド
ロキシアルミニウム、パラフェノールスルホン酸亜鉛等の制汗成分、パラオキシ安息香酸
エステル、フェノキシエタノール等の防腐剤、酸化チタン、酸化亜鉛等の紫外線散乱剤等
が例示される。
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【００４１】
　他の有効成分を含有する場合の含有量は、有効成分の種類により好適な含有量が異なる
ため一概には決定されない。一例をあげると、他の有効成分を含有する場合の含有量は、
噴霧用組成物中０．０１質量％以上であることが好ましく、０．０５質量％以上であるこ
とがより好ましい。また、他の有効成分を含有する場合の含有量は、５質量％以下である
ことが好ましく、３質量％であることがより好ましい。他の有効成分の含有量が０．０１
質量％未満の場合、紫外線吸収剤の匂いをマスキングしたり、皮膚や頭髪等の適用箇所に
潤いを付与したり、清涼感を付与したり、紫外線を反射させる等の効果が得られにくくな
る。一方、他の有効成分の含有量が５質量％を超える場合、紫外線吸収剤が析出しやすく
、水中油型エマルションの乳化安定性が低下しやすい。
【００４２】
＜噴霧用組成物の調製方法＞
　本実施形態の噴霧用組成物を調製する方法としては特に限定されず、広く一般的な方法
により調製することができる。一例を挙げると、噴霧用組成物は、紫外線吸収剤、乳化剤
および必要に応じて油性溶剤を混合して油相を調製し、水、必要に応じて任意成分を混合
して水相を調製し、次いで、油相と水相とを適宜混合して乳化させる方法により調製する
ことができる。油相と水相とを混合して乳化させる方法としては特に限定されない。一例
を挙げると、水相に油相を添加し乳化機で混合することにより水中油型エマルションを調
製する方法により、油相と水相とを混合することができる。得られる乳化された噴霧用組
成物中の乳化粒子（油相）の大きさとしては、０．１～８０μｍ程度である。本実施形態
の噴霧用組成物は、このように、一般的かつ簡便な方法により、比較的小さな径の乳化粒
子を含む水中油型エマルションが調製される。得られた噴霧用組成物は、適宜容器に充填
されることにより、日焼け防止用噴霧製品として利用される。このような噴霧製品は、ポ
ンプバルブを備えたディスペンサーであってもよく、エアゾールバルブを備え噴射剤の圧
力により噴霧するエアゾール製品であってもよい。また、エアゾール製品の場合に使用さ
れる噴射剤としては、窒素ガスや炭酸ガス等の圧縮ガスが好ましい。
【００４３】
＜日焼け防止用噴霧製品＞
　次に、本発明の一実施形態の日焼け防止用噴霧製品について詳細に説明する。本実施形
態の日焼け防止用噴霧製品は、上記した実施形態の噴霧用組成物と、圧縮ガスと、噴霧用
組成物および圧縮ガスが充填される噴霧容器と、噴霧容器に取り付けられるバルブ機構と
、バルブ機構に取り付けられる噴射ボタンとを備える。本実施形態の日焼け防止用噴霧製
品によれば、紫外線吸収剤を含む噴霧用組成物を適用箇所に噴霧して、適用箇所の日焼け
を防止することができる。以下、それぞれの構成について説明する。
【００４４】
（圧縮ガス）
　圧縮ガスは、噴霧用組成物とともに噴霧容器に加圧充填される噴射剤である。圧縮ガス
は、噴霧時に、噴霧用組成物を加圧するとともに微細化し、ミスト状に噴霧するために充
填される。圧縮ガスにより加圧されて噴霧された噴霧用組成物は、たとえば液化ガスを用
いて噴霧する場合と比較して、大きな粒子を形成しやすい。そのため、使用者は、噴霧さ
れた噴霧用組成物を吸引しにくい。その結果、日焼け防止用噴霧製品は、顔などにも好適
に使用することができる。圧縮ガスは、噴霧容器内において、噴霧用組成物にほとんど溶
解せず、大部分が気相に存在する。圧縮ガスとしては、窒素ガス、圧縮空気、炭酸ガス、
亜酸化窒素ガス等が例示される。
【００４５】
　圧縮ガスの充填量としては、噴霧容器の内圧が噴霧用組成物を噴霧するために適切な内
圧となる充填量であればよく、特に限定されない。一例を挙げると、噴霧用組成物を充填
した噴霧容器の内圧は、２５℃において０．３～０．８ＭＰａである。
【００４６】
（噴霧容器）
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　噴霧容器は、上記した噴霧用組成物と、後述する圧縮ガスとを加圧状態で充填するため
の容器である。噴霧容器は、汎用の形状であってよい。本実施形態の噴霧容器は、上部に
開口を有する有底筒状である。開口は、噴霧用組成物を充填するための充填口であり、後
述するバルブ機構により閉止される。
【００４７】
　噴霧容器の材質としては特に限定されず、エアゾール製品とする場合は耐圧性を有する
ものであればよい。このような材質としては、アルミニウム、ブリキ等の金属、各種合成
樹脂、耐圧ガラス等が例示される。ここで、本実施形態の日焼け防止用噴霧製品は、噴霧
用組成物中に乳化剤として脂肪酸水添ヒマシ油を含む。脂肪酸水添ヒマシ油は、金属を腐
食しない。そのため、日焼け防止用噴霧製品は、金属製であってもよい。金属製の噴霧容
器を使用する場合、樹脂が劣化しやすい高温環境でも使用することができる。
【００４８】
　また、噴霧容器は、内部にポリエチレン、エチレン－ビニルアルコール共重合樹脂など
の可撓性を有する合成樹脂製の内袋を備える二重構造容器が用いられてもよい。本実施形
態の噴霧用組成物は、乳化安定性に優れ噴霧する前に振る必要がない。そのため、噴霧容
器は、内袋内に噴霧用組成物を液密状態に充填し、その外部空間に噴射剤を充填すること
が可能になり、噴霧容器をどの向きにしても噴射剤が排出されることなく噴霧用組成物を
噴霧することができる。
【００４９】
（バルブ機構）
　バルブ機構（エアゾールバルブ）は、噴霧容器の開口に取り付けられて噴霧容器内を密
封するための部材である。バルブ機構は、噴霧容器内と外部との連通／遮断を切り替える
弁を備えており、弁を解放することにより、圧縮ガスにより加圧された噴霧用組成物を取
り込み、後述する噴射ボタンへ送る。また、バルブ機構は、弁から噴霧容器内に圧縮ガス
を圧入することができる。
【００５０】
　なお、圧縮ガスは、噴霧用組成物にほとんど溶解しない。ここで、従来の噴霧製品は、
容器に充填された噴霧用組成物が分離しやすい。そのため、使用者は、使用前に噴霧製品
を上下に振とうし、噴霧用組成物の油相と水相とを再分散させる必要があった。この場合
、圧縮ガスも噴霧用組成物中に分散され、噴霧用組成物とともに外部に噴霧されてしまい
、噴霧製品中の圧縮ガスの量が減りやすいという問題があった。しかしながら、本実施形
態の日焼け防止用噴霧製品は、噴霧容器に充填される噴霧用組成物がショ糖脂肪酸エステ
ルと脂肪酸水添ヒマシ油とを含む乳化剤により安定に乳化されている。そのため、使用者
は、使用前に上下に振とうする必要がない。その結果、圧縮ガスは、噴霧用組成物中に分
散されにくく、噴霧製品は、繰り返し使用されても圧縮ガスが外部に漏出されにくい。
【００５１】
　なお、バルブ機構の構造は特に限定されず、汎用のバルブ機構が適宜用いられる。また
、噴霧容器に噴霧用組成物を充填する方法は特に限定されない。一例を挙げると、噴霧容
器の開口から噴霧用組成物を充填し、バルブ機構により開口を閉止し、バルブ機構の弁か
ら圧縮ガスを圧入する方法が採用される。ほかにも、バルブ機構を固着する前に圧縮ガス
を充填するアンダーカップ充填が採用されてもよい。
【００５２】
（噴射ボタン）
　噴射ボタンは、バルブ機構により取り込まれる噴霧用組成物を噴霧するための部材であ
る。噴射ボタンは、噴霧用組成物を噴霧するための噴射孔が形成されている。本実施形態
の日焼け防止用噴霧製品は、噴射ボタンの先端（噴射孔の近傍）に、メカニカルブレーク
アップ機構を備えたノズルチップが装着されたものが好ましい。なお、本実施形態におい
て、メカニカルブレークアップ機構は、噴霧用組成物が噴霧される際に、噴霧用組成物を
旋回させながら噴射孔に導入するための機構であり、外周から中心にある噴射孔に向かっ
て噴霧用組成物を流入させるための複数の溝を有する。噴霧用組成物は、これらの溝を通
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【００５３】
　噴射孔の大きさ（直径）としては特に限定されず、所望の噴射パターン、噴射力、噴射
量等を得るために適宜調整される。
【００５４】
　以上、本実施形態の日焼け防止用噴霧製品は、上記実施形態において詳述した噴霧用組
成物と圧縮ガスとが充填され、これらを噴霧することができる。噴霧用組成物は、上記の
とおり、乳化安定性が高く、油相が分離しにくい。そのため、使用者は、使用前に日焼け
防止用噴霧製品を上下に振とうさせる等の操作を行わずに、そのまま使用することができ
る。その結果、日焼け防止用噴霧製品は、利便性がよい。また、上下に振とうする必要が
ないため、噴霧容器内に充填された圧縮ガスは、噴霧用組成物中に分散されにくい。その
ため、圧縮ガスは、噴霧製品が繰り返し使用されても外部に漏出しにくい。その結果、日
焼け防止用噴霧製品は、噴射容器内の圧力が低下しにくく、噴霧用組成物を安定して噴霧
することができる。さらに、日焼け防止用噴霧製品は、圧縮ガスを使用して噴霧用組成物
を噴霧する。この場合、噴霧された噴霧用組成物は、たとえば液化ガスを用いて噴霧する
場合と比較して、大きな粒子を形成しやすい。そのため、使用者は、噴霧された噴霧用組
成物を吸引しにくい。その結果、日焼け防止用噴霧製品は、顔などにも好適に使用するこ
とができる。
【００５５】
＜日焼け防止用噴霧製品の変形実施形態＞
　本発明の一実施形態について説明したが、本発明の日焼け防止用噴霧製品は、たとえば
次のような変形実施形態を採用することができる。
【００５６】
　すなわち、上記実施形態では、噴霧用組成物と圧縮ガスと噴霧容器に充填し、噴霧時に
バルブ機構（エアゾールバルブ）の弁を開放することにより、圧縮ガスによる加圧力を利
用して噴霧用組成物を噴霧する態様について例示した。本発明は、これに代えて、噴霧用
組成物を充填した噴霧容器の開口をバルブ機構（ポンプバルブ）により閉止し、ポンプバ
ルブにより噴霧用組成物を加圧して噴霧する態様を採用してもよい。
【実施例】
【００５７】
　以下、実施例により本発明をより具体的に説明するが、本発明は、これら実施例に何ら
限定されるものではない。
【００５８】
（噴霧用組成物１～３の調製）
　以下の表１に示される処方にしたがい、噴霧用組成物１～３を調製した。
【００５９】
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【表１】

＊１：紫外線吸収剤　Ｕｖｉｎｕｌ　Ａ　ｐｌｕｓ　Ｂ、ＢＡＳＦジャパン（株）製
＊２：油性溶剤　Ｎｅｏｓｏｌｕｅ　ＭＰ、日本精化（株）製
＊３：ショ糖脂肪酸エステル　コスメライクＳ－７０、ＨＬＢ８、第一工業製薬（株）製
＊４：脂肪酸水添ヒマシ油　ＥＭＡＬＥＸ　ＲＷＩＳ－１４０、ＨＬＢ１１、日本エマル
ジョン（株）製
【００６０】
（実施例１）
　透明なガラス製耐圧容器（噴霧容器の一例）に噴霧用組成物１を６０ｇ充填し、耐圧容
器の開口部にエアゾールバルブ（バルブ機構の一例）を固着した。エアゾールバルブから
窒素ガスを充填して耐圧容器内の圧力を０．７ＭＰａに調整し、日焼け防止用噴霧製品を
作製した。
【００６１】
（実施例２）
　噴霧用組成物２を用いた以外は、実施例１と同様の方法により日焼け防止用噴霧製品を
作製した。
【００６２】
（実施例３）
　噴霧用組成物３を用いた以外は、実施例１と同様の方法により日焼け防止用噴霧製品を
作製した。
【００６３】
（噴霧用組成物４～６の調製）
　以下の表２に示される処方にしたがい、噴霧用組成物４～６を調製した。
【００６４】
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【表２】

＊５：ショ糖脂肪酸エステル　コスメライクＳ－１１０、ＨＬＢ１１、第一工業製薬（株
）製
＊６：脂肪酸水添ヒマシ油　ＥＭＡＬＥＸ　ＲＷＩＳ－１２０、ＨＬＢ８、日本エマルジ
ョン（株）製
＊７：脂肪酸水添ヒマシ油　ＥＭＡＬＥＸ　ＲＷＩＳ－３６０、ＨＬＢ１０、日本エマル
ジョン（株）製
＊８：脂肪酸水添ヒマシ油　ＥＭＡＬＥＸ　ＲＷＬ－１３０、ＨＬＢ１０、日本エマルジ
ョン（株）製
【００６５】
（実施例４）
　噴霧用組成物４を用いた以外は、実施例１と同様の方法により日焼け防止用噴霧製品を
作製した。
【００６６】
（実施例５）
　噴霧用組成物５を用いた以外は、実施例１と同様の方法により日焼け防止用噴霧製品を
作製した。
【００６７】
（実施例６）
　噴霧用組成物６を用いた以外は、実施例１と同様の方法により日焼け防止用噴霧製品を
作製した。
【００６８】
（噴霧用組成物７～９）
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　以下の表３に示される処方にしたがい、噴霧用組成物７～９を調製した。
【００６９】
【表３】

＊９：水添ヒマシ油　ＥＭＡＬＥＸ　ＨＣ－４０、ＨＬＢ１２、日本エマルジョン（株）
製
【００７０】
（比較例１）
　噴霧用組成物７を用いた以外は、実施例１と同様の方法により日焼け防止用噴霧製品を
作製した。
【００７１】
（比較例２）
　噴霧用組成物８を用いた以外は、実施例１と同様の方法により日焼け防止用噴霧製品を
作製した。
【００７２】
（比較例３）
　噴霧用組成物９を用いた以外は、実施例１と同様の方法により日焼け防止用噴霧製品を
作製した。
【００７３】
（噴霧用組成物１０～１２）
　以下の表４に示される処方にしたがい、噴霧用組成物１０～１２を調製した。
【００７４】
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【表４】

＊１０：ＮＩＫＫＯＬ　Ｄｅｃａｇｌｙｎ　１－Ｌ、ＨＬＢ１５．５、日光ケミカルズ（
株）製
＊１１：ＮＩＫＫＯＬ　ＴＯ－１０Ｖ、ＨＬＢ１５、日光ケミカルズ（株）製
【００７５】
（実施例７）
　噴霧用組成物１０を用いた以外は、実施例１と同様の方法により日焼け防止用噴霧製品
を作製した。
【００７６】
（比較例４）
　噴霧用組成物１１を用いた以外は、実施例１と同様の方法により日焼け防止用噴霧製品
を作製した。
【００７７】
（比較例５）
　噴霧用組成物１２を用いた以外は、実施例１と同様の方法により日焼け防止用噴霧製品
を作製した。
【００７８】
　実施例１～７および比較例１～５において作製された日焼け防止用噴霧製品について、
以下の方法により、乳化安定性および噴霧特性を評価した。結果を表５に示す。
【００７９】
（乳化安定性）
　それぞれの日焼け防止用噴霧製品について、４５℃の恒温室に保管する４５℃保存と、
１２時間毎に４５℃と５℃とに温度変化するサイクル室に保管するサイクル保存とを行い
、所定期間経過後の噴霧用組成物の状態を目視で観察し、以下の評価基準に沿って評価し
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た。
（評価基準）
◎：４５℃保存およびサイクル保存共に、３ヵ月経過しても紫外線吸収剤を含む油相の分
離が確認されなかった。
○：４５℃保存は３ヵ月経過しても紫外線吸収剤を含む油相の分離が確認されなかったが
、サイクル保存は３ヵ月経過するとわずかに分離が確認された。
×：４５℃保存およびサイクル保存共に、１日後に紫外線吸収剤を含む油相の分離が確認
された。
【００８０】
（噴霧特性）
　それぞれの日焼け防止用噴霧製品を２５℃の恒温水槽中に１時間浸漬し、その後、上下
に振とうせずに、噴射孔から２０ｃｍの距離に設置したガラス板に噴霧したときの付着物
の状態を目視で観察し、以下の評価基準に沿って評価した。
（評価基準）
○：乳白色の液滴が均等に付着した。
×：部分的に半透明になっている液滴が付着した。
【００８１】
【表５】

【００８２】
　表５に示されるように、ショ糖脂肪酸エステルと脂肪酸水添ヒマシ油とを含む乳化剤に
より油相と水相とを乳化させた噴霧用組成物１～６および１０をそれぞれ充填した実施例
１～７の日焼け防止用噴霧製品は、いずれも乳化安定性が良好であり、４５℃の高温環境
下で３ヵ月保管しても油相の分離が確認されなかった。一方、上記以外の乳化剤により油
相と水相とを乳化させた噴霧組成物７～９、１１および１２をそれぞれ充填した比較例１
～５の日焼け防止用噴霧製品は、いずれも乳化安定性が高いとは言えず、１日後には油相
の分離が確認された。また、実施例１～７の日焼け防止用噴霧製品は、噴霧すると、いず
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止用噴霧製品は、噴霧すると、一部が分離して半透明になった噴霧用組成物が、まだらに
付着した。
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